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８月１８日火曜日、僅か 3 ヵ月と言う短い期間で開発された スバルレガシィＢ４ 。 
既にレースウィークに入ったこの日、富士スピードウェイでのシェイクダウンにこぎ着け

た。 
シェイクダウン走行では、３０ラップ以上の周回で予定どおりのテストを順調に行い、山

野／密山の両ドライバーからも「非常に素性の良い車である事は確認できた」とのコメン

トが得られた。 
メカニック・エンジニアもこの言葉には胸をなで下ろした。 
しかしながら、まだまだ戦力的には不十分、今回の走行テストにより判明した多くの課題

を少しでも解決しなければならない。 
チームはマシンを一旦厚木のファクトリーに持ち帰り、週末の鈴鹿デビュー戦に向け出来

る限りの対策を行うこととなった。 

    
 

 



 
【２２日土曜日 晴れ 観客数２４０００人】 
 
■練習走行 
いよいよデビュー戦を迎えることになったスバルレガシィ B４。 
１０時４０分より開始された練習走行でコースへと山野が出て行く。 
記念すべき一瞬である。 
山野は車のチェックに集中しながらコースを１周しピットに戻る。 
メカニックが車両のチェックを入念に行い、再びコースイン。 
今度はメインストレートを通過し３ラップの計測に入る。 
タイム２分１５秒２０３ 
トップ車両の予想タイムが２分９秒台であるのでまずまずの滑り出しである。 
ここからは車のセットアップ及び細かい問題点を一つずつ解決しタイムを削るしかない。 
 
十分な準備が出来たかというと、応えは NO。 
午後の予選に向けて残された時間は僅か、事前のテストを充分に行っていないレガシィＢ

４にとってこの時間は少なすぎる。 
また７００キロという長距離に対応するためのテストも同時にしなければならない。 
チームとしての選択は車両の耐久性向上に重点を置くことに決定。 
 
その後順調に練習走行は進み１２時２５分走行終了した。 

  
 
■予選 
１４時４０分予選開始、セッション１がスタートした。 
午前中と同じく まず山野がアタックに入る。 
３周目２分１５秒２１２ 
タイム的には良くないが予選通過基準タイムは十分クリアできる。 
チームはここでドライバー交代、密山にアタックを命じる。 

 



２名のドライバーが基準タイムをクリアすることがこの決勝レース出場には必要である。 
密山は２分１５秒台を目標に徐々にタイムを上げていく。 
そして迎えた３周目、密山は最初のタイムアタックに入った。 
順調に区間タイムを更新し、ヘアピンコーナーにさしかかったその時だった。 
TV モニターには、フロント右より白煙が、続いてドライバーから駆動系トラブル発生の無

線。密山はマシンをゆっくりとコースサイドに寄せストップ。 
しかし停止と同時にボンネットから赤い炎がモニターで確認できる。 
コースマーシャルの消火にて大事には至らなかったが、予選は赤旗中断。 
レガシィ B4 の予選はここで終えることとなった。 
駆動系にはかなりのダメージはあるようだ。 
セッション終了後車両はピットに戻され、早速チームはマシンの確認を行った。 
ボンネットを開けると、フロントデフケースが壊れており、ここからデフオイルが漏れ出

しエキゾーストの熱で火が出たようだ。 
 
チームはその後すぐに修理に取り掛かる。 
連日の徹夜で疲れ果てているにも係わらず体に鞭を打ち頑張ってくれている。 
何とか明日朝のフリー走行に間に合わせ、応援する多くのお客様に応えなければ！という

気持はみな同じだった。 
 
 
【２３日日曜日 晴れ 観客数３４０００人】 
 
■フリー走行 
フリー走行は１０時１０分から行われる。 
９時３０分、何とかメカニックの努力により車両の修理もほぼ終わりエンジンに火が入る。

しかし、ここで駆動系にさらなる問題が発覚する。 
プロペラシャフトが走行時のトラブルの時にダメージを受けていたのだ。 
エンジンに火を入れて発覚したトラブル。 
この時点では部品も無く、決勝レースまでの修復は不可能・・・。 
監督の本島は苦渋の思いで作業の中止を指示、残念ではあるがチームはレース参加を断念

することになった。 
 

次回、第７戦富士スピードウェイまでは３週間あまり。 

  残された時間は少ないが、これまでのレース参戦で培ったチーム力で、素晴らし 

  い雄姿、スバルレガシィ B4 の真の実力を見せてくれることに期待したい。 

 

 



本島監督コメント 
3 ヵ月と言う短い時間で良くここまで来れたと思います。 
スタッフのみんな、富士重工業様、ＳＴＩ様、協力して下さった関係者の方々に本当に感

謝しております。今回ファンの皆様にレガシィＢ４のスバルサウンドをお聞かせ出来なか

った事は残念ですが、次回富士で素晴らしい雄姿をお見せ出来るようチーム一丸となり頑

張ります。今後とも応援宜しくお願い致します。 
 
山野哲也コメント 
およそ半年ぶりのSUPER GT参戦となり、胸が高鳴りました。声をかけてくれたSUBARU、STI、

R&D SPORTに大きく感謝します。特に今回は昨今の経済事情のなか、新たなマシン、新たな

システム、そして新たなチームでの参戦ということもあり、ドライバーとして最も責任感

を感じる大会となりました。結果だけを考えると残念なデビュー戦となりましたが、これ

は生まれたばかりのサイボーグということを考えればどこの世界でも起こりうることだと

思います。吸い付くようなコーナリング、向きを変えながらの強大なトラクションは今後

の大会で素晴らしいパフォーマンスを発揮してくれることを予感させてくれました。まだ

まだトップ争いをするには時間が必要ですが、その秘めたパフォーマンスはすでに実感し

ています。このレガシィGTを世界最速のSUBARUカーとして、世界中のSUBARUファンの期待

に応えるため、チーム一丸となって開発していくことに精神を集中します。過去さまざま

なマシンで自分がそうしてきたように、このマシンを優勝させることができる自信をつけ

させてくれたいい週末でした。 

 
密山祥吾コメント 
8 月 18 日のシェイクダウンの時からレガシィ B4 のポテンシャルの高さは確認出来ていま

したが、今回、ライバル車両と走った事で、更にその気持ちは高まりました。今の所は苦

戦していますが、コーナリングの性能は組み上がったばかりのマシンで開幕戦から熟成さ

れて来たライバル車両に引けを取らない所が素晴らしいと思いました。 
今回は出来立てのマシンならではのトラブルが出てしまいましたが、次戦 FSW ではチーム

一丸となり、周りが驚くような走りをしたい、と思っています。 
 
 
決勝レースの詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ http://supergt.net/jp/ 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツニュース http://www.subaru-msm.com/news/ もご覧ください 

 

０９年８月２５日 
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